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悟

創
、正と
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性

の

と

ーー
と
く
に
禅
問
答
を
中
心
と
し
て

ーーー

一 、
禅
問
答と
悟
り

禅で
は、
よ
く
師と
弟子との
聞に
問
答が
行わ
れる
が 、
そ
れ
は
相
手の
見
識 、

境
涯を
調べ
た
り 、

相手を
悟りに
導き 、
さ
らに
悟りの
境
涯を
深め
る
た
め
に
行

わ
れる。
ま
た二
人
以上の
もの
が 、
問
答に
よっ
て
仏
法
を
明らか
に
示
すこ
と
も

ある。今日の
臨
済
系
統の
禅で
は、
公
案といっ
て
禅の
問
題を
弟子に
与え
て、
こ
れ

を
参
究させ
るの
で
ある。

禅
問
答は、
一
般に一
問
一
答で
打ち
切ら
れ 、
聞い
と
答との
間には、
必
ずし

も
直
接の
論理
的な
脈
絡は
ない。
そ
れ
とい
うの
も 、
禅
問
答は、
分別
判
断を
断

絶せ
し
めて、
直
接に
真の
事
実をつ
か
ませ
よ
うと
する
か
らで
ある。
弟子か
ら

師に
問うもの
に
は、
「
如
何なる
か
是れ
仏」、
「
如
何なる
かこ
れ
祖
師西
来
意(
達

磨は
何の
た
め
に
中
国に
来た
か、
すなわ
ち
「
禅の
真
髄と
は
何か」) 、
「
如
何な

る
かこ
れ
仏法の
大
意」
と
か
基
本
的な
間い
が
多く、
師か
ら
弟子に
問
うもの
に

は
「
食
事を
すませ
た
か」 、
「雨の
音が
聞え
る
か」
とい
う目
前の
事実の
聞い

が
多い 。
し
か
し、
結局は、
禅
問
答は
「
真の
自己
(
真の
事実)
と
は
何か」
を

禅
の
悟
り
と
創
造
性

恩

彰

田

問
うてい
るの
で
ある。

公
案の
無
字 、
隻
手 、
父母
未生
以
前の
本来の
面
目とい
うの
は、
何
れ
も
仏

性 、
す
なわ
ち
真の
白己
(
真の
事実)
をつ
か
ませ
る
た
め
に
修
行
者に
与え
られ

るの
で
ある。
そこ
で
修
行
者は、
坐
禅し、
工
夫し、
また
師の
指
導を
受ける。

こ
うし
て
今ま
での
自己が
死んで 、
生ま
れ
か
わっ
たの 、が
真の
自己で
ある。
す

なわ
ち
自
他の
対立し
た 、
分
別の
見方が
な
くなり 、
自己と
世
界が一
つ
で
あ

り 、
そ
して
その
中
味は
何も
ない
こ
と
に
気づ
く。
こ
れ 、が
真の
自己の
自
覚で
あ

り 、
悟りで
ある。

(1)

 

禅
問
答は、
上
回
閑
照による
と、
師と
弟
子との一
対一
の
向かい
合
い
で
あ

る。
ふつ
う室
内で
師と
弟子がひ
ざ
を
付き
合わせ
る
ほ
ど
近づ
い
て
問
答する。

師が
「オイ」
とい
え
ば 、
弟子が
「ハ
イ」
と
答えて、
ひ
び
き
合う
呼
応の
関
係

で
ある
と
述べ
てい
る。

こ
の
問
答が
定
型
化さ
れた
もの
が
公
案で
ある。
公
案は、
禅
者の
悟りの
機
縁

や
言
行を
短い
文
章で
表
現し
た
もの
で 、
修
行の
行
動
規
準と
な
り 、
ま
た
師が
弟

子
を
指導
する
ため
の
方
法と
して
用い
ら
れる
よ
うに
なっ
た。
すな
わ
ち
師が
弟

子に
問
題と
して
公
案を
与えて、
それ
を
参
究させ
て
悟りへ
導くよ
うに
なっ
た

四



禅
の
悟
り
と
創
造
性

の
で
ある。
こ
の
公
案を工
夫して 、
仏性(
真の
自己)
を
徹
見し
よ
うとい
うの

が
看話
禅 、
公
案
禅とい
わ
れ、
臨
時木
宗 、
黄葉
宗が
よ
く
用い
る。
こ
れ
に
対
し

て、
仏
作仏
行とし
て 、
只
管
打坐に
専心
し
て、
日
常生
活で
は、
その
もの
に
な

り
切っ
て
行
動する
よ
うに
心
が
ける。
その
さい
公
案を
用い
る
が 、
宗
旨を
理
解

し
て、
修
行の
指
針とし
てい
る。
こ
の
や
り

方は、
黙
照
禅と
もい
わ
れ、
主と
し

て
曹
洞
宗の
宗風で
ある。
禅は一
応この
よ
うに
分けら
れる
として
も、
厳
密に

二
分で
きる
もの
で
は
ない。
宗風の一
つ
の
相
違点と
して 、
以
上の
よ
うに
と
ら

え
るこ
と
がで
きる
とい
うこ
とで
ある。

二 、
禅

機

禅におい
て
は、
自己と
対
象と
し
て
見てい
た
自
然 、
宇
宙 、
諸
事
象と一
つ
に

なっ
た三
昧を
体験し、
そこ
に
自己が
ない
こ
と
に
気づ
く。
そ
う
する
と
そこ
に

自
他一
如の
「
無
相の
自己」
が
働き
出て
くるの
で
ある。
真の
自己
に
気
づ
く

と、
その
人の
行
動は、
よ
り
自
由に、
生
き
生
きと
して、
創
造
的に
行
動し
うる

よ
うに
なる。
その
よ
うな
禅
者の
行
動に
見ら
れる
働き
を
禅
機とい
う
の
で
あ

る。
禅
者が
直
観的に
洞
察し、
ま
た
は
無
意
識的に
行
動し
たこ
と
が 、
その
状
況

にぴっ
た
りと

適
合し、
当
面し
た
問
題を
解決し
て
し
ま
うこ
と
が
ある。
その
働

きが
禅
機で
あっ
て、
禅
者に
よっ
て、
独
特の
言
行が
示
さ
れる。
その
意
味で
禅

者の
行
動は、
日
常で
はご
く
自
然で
ある
け
れど
も、
新しい
生
活
状
況や
問
題
場

面で
は、
その
葛
藤をた
ち
切っ
て
し
ま
うほ
ど
独
創
的で
あ
り、
個
性
的で
ある。

次に
禅の
公
案をと
り
あ
げて
述べ
て
みよ
う 。

せ
っ
き
ょ
う

石
輩の
慧
蔵
禅
師 、
西
堂に
問
う 。
汝
還っ
て
虚空を
捉
得する
を
解く
する
や。

そ
もさん

「
作
慶生か
捉え
ん。
堂 、
手を
以っ
て
虚空を
撮

西
堂一再
く、
捉
得
す 。
師云
く、

四回

い
ん
も

す
た
ん

む 。
師云
く、
作
陸生か
岱
匿にし
て
虚空を
捉え
ん。
堂
却っ
て
問う 、
師兄 、
作

ぴくう

ひ

歴か
捉え
ん。
師 、
西
堂の
鼻孔
を
把りて
抜
く。
西
堂 、
忍
痛の
声を
作
し
て
云

はなは

た

く、
大
殺だ
人の
鼻孔
を
掠
く。
直だ
脱去
するこ
と
を
得た
り。
師云
く、
直だ
須

ら
く
岱
麿に
虚空を
捉えて
始めて
得ベ
し。

(「
景
徳
伝燈
録」
巻六)

(
石
輩慧
蔵
禅
師が 、
西
堂
智
蔵に
た
ずねた。
「お
前さ
ん
は
虚空がつ
か
め
る
か

ぃ。」
西
堂い
わ
く
「つ
か
むこ
と
が
で
きる
よ。」
石
輩い
わ
く
「ど
うし
てつ
か
む

の
か
ね。」
西
堂は
手で
虚空をつ
か
ん
だ。
石
輩い
わ
く
「そ
ん
なこ
とで
虚空
を

つ
かめ
る
か。」
西
堂が
た
ずねた。
「
先
輩はど
うしてつ
か
むこ
と
が
で
き
ま
す

か。」
石
輩は
西
堂の
鼻を
ぎゅ
うっ
と
ひっ
ぱっ
た。
西
堂は、
お
お
痛い
と
痛さ

をこ
らえ
る
声
を
出してい
わ
く、
「ひど
く
鼻をひっ
ぱっ
て
鼻が
と
れ
る
ほ
どで

あっ
た。」
石
輩い
わ
く
「こ
の
よ
うにし
て
虚空をつ
か
ま
な
け
ればい
け
ない
の

だ。」)こ
の
公
案につ
い
て、
秋
月
龍眠は、
色(
肉
体〉
が
その
ま
ま
空で 、
空が
その

ま
ま
色
(
肉
体)
で
ある
なら 、
虚空を
手でっ
か
むふ
り
を
する
よ
り、

相
手の
鼻

を
ねじ
あ
げて
し
ま
うほ
うが 、
聞い
に
親しい
答で
ある
と
述べ
てい
る。
そ
して

(
色
即
是
空 、
空
即
是
色)
の
法理
をふ
ま
え
な
が
ら 、
内にひ
そめ 、
理
(
本
質の

世
界)
と
し
て
で
は
な
く、
事(
現
象
界)
に
お
ける
働
きと
して、
全
体
作用
する

とこ
ろ
に
禅の
本
質が
ある。
そ
れが
祖
師
禅で
ある
といっ
てい
る 。

こ
の
祖
師
禅に
対し
て
如来
禅が
ある。
如
来
禅とい
うの
は、
仏の
修
する
禅で

あ
り、
ま
た
如
来か
ら
直
接に
伝わっ
た
正
伝の
禅で
ある
が 、
理
すなわ
ち
平
等

感 、
すべ
ての
もの
を一
っ
と
見 、
あ
ら
ゆる
事
象が
空で
ある
とい
う
空の
本
質を

と
らえ
て
も、
そこ
に
腰か
けて
し
まっ
て
自由に
働き
出さ
ない
傾向が
ある。
そ



れ
に
対
し
て
祖
師
禅
は、
祖
師
で
あ
る
達
磨
が
王
伝
し
た
禅
で、
空
す
な
わ
ち
本
質の

世
界
を
と
ら
え
る
中
で、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
働
き
が、
仏
作
仏
行
と
し
て
の
自
由
自

在
な
行
動
と
し
て
示
さ
れ
る
禅
で
あ
る。

禅
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
法
身、
仏
性
(
真
の
自
己)
そ
の
も
の、
本
体、
本
質
を

「
体」
と
す
れ
ば、
そ
れ
が
現
わ
れ
る
徳
性、
特
質
が
「
相」
で
あ
り 、
そ
の
働
き
を

「
用」
と
い
っ
てい
る。

大
乗
起
信
論
で
は、
こ
の
体
相
用
を、
体
大、
相
大、
用
大
の
三
つ
に
分
け
て
い
る。

体
大
は
真
如、
法
身
を
あ
ら
わ
し、
相
大
は
そ
の
具え
る
無
限
に
豊
富
な
功
徳(
徳
性)

た
と
え
ば、
六
種
の
功
徳、
す
な
わ
ち
大
智
慧
光
明
(
無
分
別
智
と
し
て
の
智
慧
の
働

き)、
偏
照
法
界
(
智
慧
が
あ
ま
ね
く
法
界
を
照
ら
し
出
す
こ
と)、
真
実
識
知
(
あ
る

が
ま
ま
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と)、

(
真
の
自
己
は
本
来
清
浄
で
あ

自
性
清
浄
心

る
こ
と)、
常
楽
我
浄
(
浬
般市
は
永
遠
不
滅、
安
楽、
真
の
自
己、
清
浄
で
あ
る
と
い

う
こ
と) 、
清
涼
不
変
自
在
(
一
切
の
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
自
由
自
在
で
あ
る
こ

と)
に
よっ
て
示
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て
用
大
と
い
う
の
は、
真
如、
す
な
わ
ち
真
の

自
己
の
働
き
の
こ
と
で
あ
る。
仏
の
作
用
と
は、
衆
生
救
済
の
働
き
で
あ
り、
そ
の
働

き
は
不
可
思
議
で、
自
然
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る。
そ
こ
で
真
の
自
己
に
気
づ
け

ば、
日
常
行
なっ
て
い
る
こ
と
が
す
べ
て
真
の
自
己
の
働
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

大
乗
起
信
論
で
は、
体
相
用
の
三
つ
に
分
け
て
い
る
が、
体
相三
大
は、
法
身
と
し
て

一
つ
の
も
の
で
あ
る
か
ら、
一
般
に
は
体
と
用
の
二
つ
に
分
け
て
見
て
い
る。
そ
こ
で

禅
機
と
い
う
の
は、
こ
の
用
の
こ
と
を
示
し
て
い
る。

南
泉
鎌
子

なん

南
泉
一
日
山
上
に
在っ
て
作
務
す。
僧
有
り
過
ぎ
て
師
に
問
う、
南
泉
の
路、
甚
歴

の
処
に
か
向っ
て
去
る。
師 、
鎌
子
を
拍
じ
て
云
く、
我
が
這
の
茅
鎌
子、
三
十
文
銭

禅
の
悟
り
と
創
造
性

に
買
い
得
た
り。
僧
云
く、
茅
鎌
子
三
十
六
文
銭
に
買
い
得
た
る
こ
と
を
問
わ
ず、
南

泉
の
路、
甚
歴
の
処
に
か
向っ
て
去
る。
師
云
く、
我
れ
使い
得
て
正
に
快
な
り。

(「
永
平
元
和
尚
煩
古」
八
一
則)

(
南
泉
が
あ
る
日
山
で
作
務
を
し
て
い
た
時、
あ
る
僧
が
た
ず
ね
た。
「
南
泉
へ
ゆ
く

道
は、
ど
の
よ
う
に
行っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か。」
南
泉
は、
鎌
を
と
り
あ
げ
て
い

っ
た。
「
わ
し
の
こ
の
茅
刈
り
鎌
は、
三
十
銭
で
買っ
た
よ。」
僧
は
言っ
た。
「
茅
刈

り
鎌
を
三
十
銭
で
買っ
た
こ
と
を
お
聞
き
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
南
泉
へ
ゆ

く
道
は、
ど
の
よ
う
に
行っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か。」
南
泉
は
言っ
た。
「
使っ
て
み

る
と、
よ
く
切
れ
る
ん
だ。」)

こ
の
僧
は
南
泉
禅
院
へ
ゆ
く
道
を
た
ず
ね
た
の
に、
南
泉
は
こ
の
僧
が
南
泉
へ
ゆ
く

の
は、
仏
法
を
求
め
て
き
た
の
だ。
そ
こ
で
仏
法
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て、

真
の
事
実
を
示
し
て
答
え
て
い
る。
し
か
し
こ
の
僧
は
気
が
つ
か
な
い。
そ
こ
で
第
二

「
こ
の
鎌
は
よ
く
切
れ
る
ぞ」
と。
こ
れ
に
つ
い
て

秋 の
月 ( イム
は立 法、 の
始 極
め 意
の を
答 示
は し

て
南 い
泉 る
の o
-， 
体Lー
(
本
体)
を
示
し
た
と
す
れ
ば、
第
二
の
答

は、
南
泉
の
「
用」
(
働
き)
を
示
し
た
と
述べ
て
い
る。

体
と
用
と
の
関
係
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
公
案
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る。

智
門
般
若

は
ま
ぐ
り

僧
智
門
に
問
う。
如
何
な
る
か
是
れ
般
若
の
体。
門
云
く、
昨 、
明
月
を
含
む。
僧

一五
く、
如
何
な
る
か
是
れ
般
若
の
用。
門
云
く、
兎
子
懐
胎
す。

(「
碧
巌
録」
第
九
O
則)

(
あ
る
僧
が
智
円
に
た
ず
ね
た。
「般
若
の
本
体
と
は、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か。」

相官
円
は
答
え
た。
「
蛤
が
明
月
を
含
ん
で
真
珠
を
生
ん
だ。」
僧
は一言っ
た。
「般
若
の

働
き
と
は、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か。」
智
門
は
答
え
た。
「
兎
が
月
の
精
を
受
け
て

四五



禅
の
悟
り
と
創
造
性

子
をは
ら
ん
だ。」)

一
つ
の
もの
で
あ
るこ
と
を
示し
てい
る。

こ
の
公
案は、
体
用は
本
来不二
で 、

秋
i
u山 、
体と
用との
関
係につ
い
て、
次の
よ
うに
区
別し
てのべ
てい
る。
白

隠下の
公
案に
「
風の
体 、
用を
分けて
みよ」
とい
うの
が
ある。
誰も
風
を
見る

こ
と
がで
きない 。
し
か
し
木の
葉の
ゆ
れ
てい
るの
を
見る
と、
風が
動い
てい
る

の
が
わ
かる。
こ
こ
で
は
「
真空
無
相」
の
本
体が 、
「
真空
妙
用」
する
とこ
ろ
に

眼をつ
け
参
究すべ
きで
ある。
す
なわ
ち
はっ
き
り
と
創造
的
無その
もの
と、

の
妙用との二
つ
に
分け
て口王
さ
な
ければ
な
ら
ない
とのべ
てい
る。

創
造
性
(2
2門戸iq)
につ
い
ては、
その
働きで
ある
創
造
活
動や
創
造
過
程

につ
い
て
主とし
て
究
明さ
れ
てきた
が 、
創
造
性の
本
質をつ
か
む
に
は、
創
造の

根
源た
る
体とし
ての
創
造
的
無をしっ
か
りつ
か
んで
お
く
必
要が
ある
と
思
う 。

その
意
味で
は、
禅は
創造
性の
本
質をつ
か
み 、
その
開発の
た
め
に
は
有
効な一

つ
の
方
法と
な
り
うる
もの
で
ある。

禅
機すなわ
ち
真の
自己の
用につ
い
て、
道元
禅
師は
「正
法眼
蔵」
の
「
弁
道

話」
の
中で 、
自
受用三
昧とい
うこ
とば
を
使っ
て、
次の
よ
うに
述べ
てい
る。

諾
仏
如
来 、
と
も
に
妙法を
単
伝し
て、
阿
蒋
菩提を
証
する
に 、
最上
無為の
妙

術あり。
こ
れた
だ、
ほ
と
け 、
仏に
さ
ずけ
てよこ
し
ま
なる
な
きは、
すなわ
ち

自
受
用三
昧 、
その
標
準な
り。
こ
の
三
昧に
遊
化
する
に、
端坐
参
禅を
正
門とせ

り。
こ
の
法は、
人々
の
分上に
豊か
に
そ
なわ
れ
り
とい
え
ど
も 、
い
ま
だ
修せ
ざ

る
に
は
現わ
れ
ず 、
証せ
ざ
る
に
は
得るこ
と
なし。

(
諸
仏・
如
来がい
ずれ
も
すぐ
れた
仏
法を
人か
ら
人へ
伝え
て、
無
上の
悟り

を
実
証
するの
に 、
もっ
と
も
すぐ
れた
自然の
方法が
ある。
そ
れはた
だ
仏が
仏

に
伝え
て、
少し
もま
ち
がい
ない
の
は、
す
なわ
ち
自
受用三
昧
(
仏が
自ら
悟つ

四六

た
法
楽を
自ら
楽し
む
境
界)
が 、
その
標
準と
なっ
てい
る
か
らで
ある。
こ
の
三

昧に
遊ぶ
に
は、
正し
く
坐
禅するこ
とが 、
その
正
しい
入
り

方で
ある。
こ
の
仏

法は 、
すべ
て
の
人に
本
来
豊か
に
具わっ
てい
る
もの
で
ある
が 、
修
行し
な
け
れ

ば
現われ
ない
し、
実
証し
てみ
な
け
れば
身につ
か
ない。)

無上の
悟り
を
聞く
に
は、
最上
無為の
妙術が
ある。
仏か
ら
仏に
伝え
てきた

自
受
用三
味が
そ
れで
ある。
自
受
用とい
うの
は 、
自
分が
法
身
(
真の
自己)
を

そ

悟っ
て、
その
功
穂や
利
益を
自ら
楽し
み 、
受
容し、
その
楽し
み
を
味わ
うの、が

そ
れで
あ
り、
こ
れに
対し
て
他
受
用とい
うの
は、
他人をし
て
悟らしめ 、
その

境
界を
味わせ
し
め
るの
が
そ
れで
ある。
ま
た
三
味とい
うの
は、
最
高の
禅定の

状
態で 、
自
他が一
つ
に
なっ
た
安定した
自
由な
境
界で
あ
り、
自らその
境
界を

味わえ
るの
が
自
受
用三
昧で
ある。
そ
れ
を
楽し
め
る
に
は、
正
し
く

坐
禅するこ

とが 、
正
しい
方
法で
ある
とい
うの
で
ある。
その
法
(
真
実の
理
法)
は、
すべ

ての
人に
豊か
に
そ
な
わっ
てい
る
け
れ
ど
も 、
修
行し
な
け
れば 、
現わ
れ
てこ
な

ぃ 。
そ
れ
を
自
分で
悟っ
て
実
証して
み
ない
と、
太'
来もっ
てい
る
もの
を
はっ
き

り
と
自
分で
と
らえ
るこ
と、が
で
き
ない 。
す
なわ
ち
仏
法は、
自己に
そ
な
わっ
て

い
る
け
れど
も 、
そ
れ
を
自ら
発
見
する
(
気づ
く)
こ
と
に
よっ
て
表面に
あ
らわ

れ
っ
か
むこ
と
がで
き 、
身につ
くの
で
ある
とい
うの
で
ある。

また
体と
用との
関
係につ
い
て、
適
切に
示し
てい
る
問
答に
次の
もの
が
あ
げ

ら
れる。

ま
よ
く
ぎ
ん

麻
谷山
宝
徹
禅
師 、
あふ
ぎ
をつ
かふ
ち
な
みに
僧
きた
り
てとふ。
風
性
常
住 、

無
処
不
周な
り。
な
に
をも
てか
さ
らに
和
尚あふ
ぎをつ
か
ふ。
師い
は
く 、
な
ん

ぢた
だ
風
性
常
住をし
れ
りと
も 、
い
ま
だ
とこ
ろ
とし
てい
た
ら
ずとい
うこ
と
な

き
道理をし
ら
ずと。
僧い
は
く 、
い
か
な
らんかこ
れ
無処
不
周
底の
道理。
と
き



に
師 、
あ
ふ
ぎ
をつ
か
ふ
の
み
な
り。

僧
礼
拝
す。

(
正
法
眼
蔵の
「
現
成
公
案」)

(
麻
谷
山の
宝
徹
禅
師
が
扇
を
使っ
て
い
た 。
そ
の
時一
人の
僧
が
来
て
問
う
た 。

「
風の
本
質
は
変
わ
ら
ず 、
ど
こ
に
も
行
き
わ
た
ら
ない
と
こ
ろ
は
ない
とい
う 。
そ

れ
なの
に 、
和
尚
は
な
ぜ
扇
を
使っ
て
お
られ
る
の
で
す
か 。」
師
はい
っ
た 。
「
お
前

さ
ん
は
た
だ
風の
本
質
は
変
わ
ら
ない
とい
う
こ
と
を
知っ
て
い
る
が 、
ま
だ
ゆ
き
わ

た
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
とい
う

道
理
、が
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
よ
僧
が
い
っ
た 。

「
で
は、
ゆ
き
わ
た
ら
ない
と
こ
ろ
は
ない
とい
う
の
は、
どいりいPフ
こ
と
で
し
ょ
う

か 。」
そ
の
時
師
は
た
だ
扇
を
使
う
だ
け
で
あっ
た 。
そ
れ
を
見
て 、
僧
は
礼
拝
し
た 。」

こ
れ
に
よ
る
とと
の
僧
は、
風
性
常
住
とい
う
「
体」
を
つ
か
ん
で
い
た
が 、
無
処

不
周の
「
用」
を
つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た 。
そ
の
点
麻
谷
宝
徹
禅
師の
生
き
生
き
と
し

た
働
き
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る 。
悟っ
て
も、
そ
れ
が
日
常
生
活
に
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
て
始
め
て
真の
悟
り
とい
え
る
の
で
あ
る 。

禅
問
答の
事
例
を
見
ると、
禅の
悟
り
に
も
とづ
く

行
動
は、
日
常
生
活
に
お
い

て、
そ
の
状
況
に
適
切
で
あ
り、

無
理
が
な
く 、
自
然
で
あ
る 。
生
活
場
面
が
単
純
で

あ
れ
ば、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
行
動
は、
と
く
に
新
し
い
こ
と
は
見
ら
れ
な
い 。
し
か
し

複
雑
な
問
題
場
面
ま
た
は
精
神
的
な
葛
藤
場
面
で
は、
見
事
に
解
決
し、
その
葛
藤
を

克
服
し
て 、
そ
こ
に
創
造
活
動
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る 。

仏の
智
慧
を
あ
ら
わ
すの
に 、
こ
れ
を
四
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え
た
の
が
四
智
で
あ

る 。
四
智
とい
うの
は、
大
円
鏡
智
(
大
円
鏡
に
すべ
て
の
も
の
の
像が
映
し
出
さ
れ

る
よ
う
に 、
すべ
て
の
も
の
を
あ
る
が
ま
ま
に
現
わ
し
出
す
仏
智) 、
平
等
性
智
(
平
等

の
さ
ま
を
知
る
智) 、
妙
観
察
智
(
対
象
を一
つ一
つ
十
分
に
観
察
す
る
智) 、
成
所
作

智
(
自
由
無
碍
に
ふ
る
ま
っ
て
も、
み
な
法
理
に
か
なっ
て
い
る
智)
で
あ
る 。
こ
の

禅
の
悟
り
と
創
造
性

う
ち
妙
観
察
智
と
成
所
作
智
は、
真の
自
己の
用
で
あ
り、

麻
谷
宝
徹
禅
師の
無
処
不

周
底の
見
解
に
見
ら
れ
る
「
あ
ふ
ぎ
を
つ
か
ふ」
行
為
は、
四
智で
い
え
ば
成
所
作
智

に
相
当
す
る 。
成
所
作
智
は、
創
造
性の
面
か
ら
見
る
と、
創
造
的
行
動
力
又
は
創
造

的
技
能
と
も
い
うべ
き
特
徴
を
持っ
て
い
る
と
思
う 。

一
ニ、

禅
の
悟
り
と
創
造
性

禅の
本
質
は、
真
指
人
心 、
見
性
成
仏
で
あ
り、
要
す
る
に
己
事
究
明 、
す
な
わ
ち

(8)

 

自
己
が
自
己
自
身
に
な
り
き
り、
自
己
自
身
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る 、
自
己
が
自
己

を
探
求
す
る 、
し
た
が
っ
て
な
か
な
か
と
ら
え
に
く
い
の
で
あ
る 。

悟
り
と
は、
仏
性 、
す
な
わ
ち
真の
自
己
を
徹
見
す
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
こ
で
見
性

と
い
うの
で
あ
る 。
自
己
は
自
己
が
ない
時、
す
な
わ
ち
無
我
に
な
る
と、
すべ
て
の

も
の
が
自
己
に
な
る 。
そ
こ
に
自
他
不一一 、
主
客一
如の
真の
自
己
(
真の
事
実)
が

あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
真の
自
己
は、
真の
事
実
と
も
い
う 。

真の
自
己
と
は、

切の
現
象
は、
そ
こ
に
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も、
本
質
的
に
は
その
中
味

は
全
く

何
も
ない
とい
う
こ
と
で
あ
る 。
し
か
も
そ
こ
か
ら
無
限の
活
発
な
働
き
が
出

て
く
る
の
で
あ
る 。

悟
り
は、
自
己
が
対
象
と一
体
化
し
た
体
験
で
あ
り、

主
客
未
分の
純
粋
体
験
で
あ

る 。
自
己
が
対
象
と
し
て
見
て
い
た
世
界
に
な
り
きっ
て 、
自
己
と
世
界
と
が一
つ
に

なっ
て
し
ま
う 。
す
る
と
自
己
が
な
く
なっ
て
し
ま
い 、
あ
る
の
は
世
界
だ
け
に
なっ

て
し
ま
う 。
ま
た
、永
遠
に
生
き
続
け
て
い
る 、
し
か
も
宇
宙
大
に
ひ
ろ、がっ
て
い
る
自

己
を
見
出
すの
で
あ
る 。
そ
う
す
る
と
自
他一
如の
真の
自
己
が
自
由
自
在
に
働
き
出

す
の
で
あ
る 。
そ
こ
に
自
発
性 、
自
律
性
が
あ
ら
わ
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
三
昧

とい
うの
で
あ
る 。

四七



禅
の
悟
り
と
創
造
性

そ
の
時 、
自
己
の
体
験
に
あ
る
が
ま
ま
に
気づ
く
時 、
こ
の
覚
が
悟
りの

本
質
で
あ

る。
ふ
だ
ん
無
心
に
見
た
り、
開い
た
り、

立
っ
た
り、

坐
っ
た
り、

歩い
た
り、

動

い
た
り
し
て 、
自
由
に
行
動
し
て
い
る
が、
その
事
実
に
気づ
か
ない 。そ
の
状
況
に

没
入
し
て
い
る
時 、
そ
の
無心
の
状
態
に
気づ
く
の
が
悟
り
で
あ
る。
そ
こ
に
は
全
く

秘
密
は
な
い。
あ
る
が
ま
ま
の
世
界 、が
あ
る
だ
け
で
あ
る。

自
己
が
自
己
自
身
に
な
り
き
っ
て 、
自
己
が
な
く
な
る。
そ
こ
に
主
客一
如の
「
無

相の
自
己」
が
お
ど
り
出
て
く
る
の
で
あ
る。
こ
れ
を
「
大
死一
番
絶
後
に
蘇
生
え

る」
と
?フ。
こ
れ
は
精
神
的
に
自
他
が
対
立
し
て
い
る
自
己
が
死
ん
で 、
自
他一
如

の
永
遠の
無
相の
真の
自
己
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
るこ
と
を
示
し
て
い
る。
こ
れ
は
生

命
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
っ
て 、
人
間の
人
格
は、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
長
を
と
げ
て

い
く
の
で
あ
る。

d
真の
自
己
は、
有
分
別
智 、
す
な
わ
ち
その
対
象
を
意
識
し 、
そ
れ
に
つ
い
て
論
理

的
に
思考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
ない 。
し
か
し
無
分
別
智 、
す

な
わ
ち
自
己
と
対
象
が一
体
化
し
た
時
に
気づ
くも
の
で
あ
る。
そ
こ
で
真
の
自
己

は、
観
念
や
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し、ま
た
言語
で
も
表
現
しに

くい 。
し
か
しい
っ
た
ん
無
分
別
智
で
と
ら
え
る
と、
その
後
に
得
ら
れ
る
後
得
智

(
有
分
別
後
得
智)
で
は 、
か
な
り
自
由
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る。
す
な
わ
ち
観
念

-
概
念
と
し
て
ど
の
よ
う
に
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き 、
ま
た
言
語で
自
由
に
表
現
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る。
有
分
別
智
は
論
理
的
思考、
無
分
別
智
は
直
観
(
直
観

的
思
考)
に
相
当
す
る
と
見
る
と、
無
分
別
智
↓

有
分
別
智
す
な
わ
ち
後
得
智の
過
程

は、
直
観
的
思考
↓

論
理
的
思
考
す
な
わ
ち
創
造
的
思考
の
過
程
に
対
応
し
て
い
る
よ

(9)

 

う
に
思
う 。
そ
こ
で
後
得
智
に
は、
創
造
性の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る。

真の
自
己
は
不
生
不
滅で
あ
り、
こ
れ
に
気
が
つ
く
と 、
安
心
が
え
ら
れ
る 。
そ
し

四
八

て
安心
が
え
ら
れ
る
と、
自
由
に 、
創
造
的
に
行
動
す
る
こ
と
がで
き
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
あ
る。

一
切の
現
象
は、
本
質
的
に
は
何
も
ない
こ
と
に
気づ
く
と、
そ
こ
に
執
着
すべ
き

も
の
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る 。
そ
う
す
る
と、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
おい
て
も
柔
軟
に

動
け
る
よ
う
に
な
る 。
こ
の
柔
軟
性
は、
新
しい
状
況
に
す
ぐ
に
適
応
で
き
る
こ
と

で 、
創
造
性の
重
要
な
特
性
で
あ
る。
し
た
が
っ
て 、
問
題
場
面
に
直
面
す
れ
ば、
そ

れ
が
解
決
さ
れ 、
窮
す
れ
ば
そ
の
道
が
聞
け
て
く
るの
で
あ
る。

自
己
と
他
者
と
し
て
の
世
界
が
対
立
し
て 、
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
と、
自
由
に
動

け
ない。
し
か
し
三
昧の
状
態
に
入
り、
自
他一
如の
世
界
を
体
験
し、
さ
ら
に
そ
れ

に
気づ
く
と、
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
る 。
そ
こ
に
無
相の
自
己
が
出
て
き
て 、
創

造
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る。
す
な
わ
ち
問
題
が
解
決
さ
れ、
ア
イ
デ
ア
も
自
然

に
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る。

1 
自
己
の
探
究

禅
で
は、
自
己
の
本
性
(
仏
性)
を
見
と
ど
け
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
る。
と
く
に

臨
済
禅
で
は、
公
案
が
与
え
ら
れ、
悟
り
に
導
く

方
法
と
し
て
用い
ら
れ
て
い
る。

な
ら
び

玄
則
監
院 、
法
眼の
会
下
に
あ
っ
て
並
に
入
室
せ
ず 。
忽
ち一
日
眼
問
う 、

汝
雌
に

な
ん
び
と

あ
っ
て
初
よ
り

来
っ
て
問
話
す
る
こ
と
を
見
ず 、
曽
て
甚
人
に
参
じ
て
何の
見
処
か
あ

そ
れ
が
し

る。
師
云
く 、

某
甲
曽て
青
峰
和
尚
に
参
見
し
来
る 。
眼
云
く 、
訟の
言
句
か
有
り

し。
師
云
く 、

某
甲
問
う 、
如
何
な
る
か
是
れ
学
人の
自
己 。
峰
云
く
ら
閉口
正
子
来

求
火
と。
眼
云
く 、
好
語
汝
作
陸
生
か
会
す。
師一百
く 、
丙
丁
は
火
に
属
す。
火
を
艇

で
火
を
求
む 、
自
己
を
将
て
自
己
を
求
む
る
が
如
し。
眼
云
く 、
恥
跡
に
会
せ
ば
マル
斡

か
得
ん 。
師
当
時
肯
は
ず
遂
に
起
発
し
去
る。
眼
侍
者
に
問
う 、

則
監
院
甚の
処
に
か

すで

hz

あ
る 。
者一再
く 、
巳
に
起っ
て
去
る。
眼
云
く 、
此の
僧
も
し

江
を
過
ぎ
去
ら
ば
併
を



救うこ
と
を
得
ず の
師
中
途に
至っ
て
再び
返っ
て
倣
悔を
求め
て
問うて
云
く、
玄

則は
只
与
慶和
尚の
尊
意
如
何 。
眼云
く 、

汝
但
問へ 。
師
使ち
問う 、
如
何なる
か

是
れ
学人の
自己 。
眼云
く 、
丙丁
童子
来
求
火 。
師
言下に
大
悟
す。

(「
拾
評三
百
則
不
能
語」
一一一一一
則)

(
法
眼
丈益
禅
師の
清涼
寺の
監
院(
事
務
長)
に
玄
則がい
た
が 、
一
度も
入室
参

禅し
てい
ない 。
ある
日
法
眼がた
ずねた。
「お
前さ
んは 、
こ
こ
にい
て、
ま
だ

入
室し
てた
ずねたこ
と
が
ない 。
今まで
誰に
参
禅して、
ど
うい
う
見
処を
持つ

てい
るの
か。」
玄
則い
わ
く「私は
すで
に
青
峰
義
誠
禅
師に
参禅し
てお
りま
す。」

法
眼がい
う 。
「ど
うい
う
教え
を
受けた
か。」
玄
則い
わ
く 、
「
私は
青峰
禅
師に

真の
自己と
は
ど
ん
な
もの
で
し
ょ
うかとた
ずね
ました。する
と
禅
師 、が
「丙丁

童子
来求火』
と
示
さ
れま
した。」
法
眼がいっ
た。
「そ
うか。
そ
れ
は
よ
い
語

だ。
そ
れで
は
お
前さ
ん
は、
この
語をどの
よ
うに
領
解した
か。」
玄
則い
わ
く、

「
丙了
童
子とい
うの
は 、
火の
神の
こ
とで
す。
火の
神が
火を
求め
る
とい
うこ

とで
す。
ちょ
うど
自己が
自己
をさ 、が
し
てい
る
よ
うな
もの
で
す。」
法
眼い
わ

く
「その
よ
うに

領
解した
なら
ば 、

玄
貝リ

本
当の
こ
と
は
わかっ
てい
まい 。」

は、
その
時は、
納
得し
ない
で 、
つ
い
に
道
場を
立ち
去っ
た。
法
眼は
侍
者にた

ずねた。
「
玄
則監
院は、
今どこ
にい
るの
か。」
侍
者い
わ
く、
「
すで
に
立ち
去

りま
した。」

法
眼い
わ
く
「あの
僧 、
も
し
揚子
江を
渡っ
た
な
らば 、
救うこ
と
がで
きま

ぃ 。」
一
方
玄
則は

再び
も
どっ
て
き
て
峨
悔し
てた
ずね
て

途
中ま
でいっ
て、

、
コ
;、

し
vZ
〈

「
私はた
だい
ま
帰っ
て
参りま
した。
御老
師の
御
機
嫌い
か
が
で
す

か。」
法
眼い
わ
く 、
「お
前さん。
私に
何で
もた
ずねる
が
よい 。」
玄
則はた
だ

ちにた
ずねた。
「
真の
自己と
は
ど
ん
な
もの
で
し
ょ
うか。」
法眼
禅
師はい
わ
れ

禅
の
悟
り
と

創
造
性

た。
「
丙丁
童子
来
求
火」
玄
則は
た
だ
ちに
大
悟し
た。)

こ
こ
で
玄
則の
発した
聞い
に
対し
て、
青
峰お
よ
び
法
眼の
答は
全
く
同じで
あ

っ
た。
し
か
しこ
れ
を
開い
た
玄
則の
境涯に
は、
全
くの
相
違が
見られる。
玄
則

の
境
渥で 、
前に
は、
自己
が
仏で
ある
とい
うこ
と
が
わ
かっ
てい
ても 、
自己と

仏が二
つ
に
なっ
てい
たの
に
対し
て、後に
は
自己が
仏で
ある
とい
う一
つ
の
世

界に
気づ
い
てい
る。
す
なわち
前の
場
合は 、
知
的理
解 、
す
なわち
有
分
別
智を

示し、
後の
場
合は 、
体
験上の
気づ
き
(
覚) 、
すなわ
ち
無
分別
智を
示し
てい

る。
前述の
ご
と
く、
有
分別
智は
論理
的
思
考 、
無
分別
智は
直
観
的思
考に
相
当

し
てい
る。

2 
自
発
性

禅の
悟り、
創造
過
程に
お
ける
ア
イ
デア
やイメ
ージ 、

ま
たカ
ウン
セ
リン
グ

(円。己ロ回目-Em)
に
お
ける
気づ
きも
自発
的に
生
ずる。
自
発
性
(凹
3
E
S巾
51)

は 、
自
分の
意
志で
積
極
的に
行
動
する
傾
向で 、
自主
性 、
主
体性 、自
律
性と
だ

い
たい
同じ
概
念で
ある。
創
造
性はこ
の
自発
性に
もと守つ
い
てい
る
と
し
て
も 、

自発
性か
らた
だ
ち
に
創造
活
動は
出
てこ
ない 。
その
自発
的
行
動が
適
切性を
持

た
な
けれ
ば
な
ら
ない 。
こ
の
点
禅で
は、
坐
禅を
行ない 、ある
い
は
公
案を
参
究

し、
きび
しい
清
規
すな
わ
ち
規
律にした
がっ
て、
自己の
生
活を
統制
するの
で

ある。
こ
の
よ
うな
自己
統制は、
自発
性を
促
進
する
と
共に 、
自発
的
活
動を
状

況に
適
切な
らしめ 、
し
た
がっ
て
創造
性を
開発
するの
で
ある。

臨
済
禅
師は 、
次の
よ
うに
述べ
てい
る。

た

仏
法は
功を
用
うる
処
無し。
祇だ
是れ
平
常
無
事
な
り。
病尿
送
尿 、
著衣
喫

飯 、
困じ
来れば
即ち
臥
す。
愚
人は
我を
笑
う 。
智は
乃ちこ
れ
を
知る。
古
人云

ぞう

ちがん

く、
外に
向っ
て
功
夫を
作
す。
総に
是れ
痴
頑の
漢と、
像 、
且
ら
く
随処に
主と

四
九



禅
の
悟
り
と
創
造
性

作れ
ば 、
立
処
皆な
真
なり。
(
臨
済
録)

(
仏
法は
特
別の
は
か
らい
はし
ない
もの
だ。
平
常で
無
事で
あっ
て、
用が
足し

た
けれ
ば
用
(
大小
便)
をし 、
寒
暖に
よっ
て
着
物を
き 、
お
なか
が
す
けば 、
飯

を
くい 、
疲れた
ら
すぐ
横に
なっ
て
休む 、
た
だ
そ
れだ
けのこ
と
で
ある。
愚か

な
人
(
悟っ
てい
ない
人)
は、
そ
うい
う
私を
と
んで
も
ない
やつ
だ
と
笑
うで
あ

ろ
う 。
し
かし
智
者(
悟っ
た
人)
は、
こ
れが
わ
かっ
て
く
れるで
あろ
う 。
古人

もいっ
た、
「
外に
向っ
て
真
実を
求め
て
努力
する
もの
は
みん
な
大
馬鹿
者で

ある」
と。
諸君 、
どこ
で
で
も
自己が
主
人
と
な
れば 、
立っ
てい
る
所は
すべ
て

真
実で
ある
J

こ
こ
に
出て
くる
日
常行
わ
れ
てい
る
行
為は、
ふ
だ
ん
対
象とし
て
見てい
る
行

為で
は
ない 。
一
度はっ
き
り
と
真の
自己
を
見と
ど
け
てか
ら 、
出て
くる

行
為
的

妙
用と
し
ての
行
為で
ある。
こ
れ
は
無
分別
智
(
悟り)
をへ
た
有
分
別
智で
ある

四
智の
成
所
作智の
働きで
ある。
「
随処に
主と
作れば 、

後
得
智の
働きで
あ
り、

出
処
皆な
真なり」
と
は、
単に
主
体
性を
持
てといっ
てい
るの
で
は
ない。
主
客

一
如の
真の
自己に
気がつ
けば 、
やるこ
と
な
すこ
と
すべ
て
真の
事実で
ある
と

い
うこ
と
をいっ
てい
る
の
で
ある。

3 
真の
事
実の
発
見

禅の
本
質が
其の
事実
(
真の
自己)
の
発
見に
あ
るこ
と
は、
多くの
禅
問
答の

中に
見
出
すこ
と
がで
きる。

南
泉 、
ち
な
みに
越
川
問う 、
如
何なる
か
是れ
道 。
泉云
く 、

平
常心
是れ
道。

平
常
是
道

(「
無
門
関」
第
十
九)

(
越
州が
師の
南泉に
問
うた。
「
道と
は
ど
ん
な
もの
で
し
ょ
うか。」
と。
南
泉は

五O

「日
常やっ
てい
るこ
と
が 、
全
部その
ま
ま
が
道で
ある」
と
答え
た。)

こ
の
「
平
常
是
道」
の
事実をよ
り
はっ
き
り

示した
もの
に、
次の
問
答
が
あ

る。超
州 、
ち
な
みに
僧
問う 、
そ
れ
がし
乍入
叢
林 、
乞
う
師 、
指示した
ま
え。
州

云
わ
く 、
喫粥
了や
未だ
し
ゃ 。
僧云わ
く 、
喫粥
了 。
州云わ
く 、

鉢孟を
洗い
去

をい

れと。
その
僧
省
有り。

越
州
洗
鉢

(「
無
門
関」
第七)

「
私は
新参
者で
ご
ざい
ま
す。
ど
うか
御

指
導下さい」
と。
趨
州が
言っ
た。
「お
粥
をたべ
た
か。」
僧が
言
う 。

(ある
時 、
ある
僧が
越州に
問
うた。

「、
p-J-

7ν
f
f
 

き
ました。」
越
州が
言
う 。
「お
粥
を
食べ
た
ら
食
器を
洗っ
てお
け 。」
と
その

時 、
僧ははっ
と
気がつ
い
た。)

こ
れに
よる
と、
仏
道は、
日
常
生
活の
中に
見出
される
とい
うこ
とで
ある。

すなわ
ち
そこ
に
真の
事
実に
気づ
くこ
とが
悟りで
ある。
また
真の
事
実
(
自
他

一
如の
真の
自己)
は、
次の
よ
うな公
案に一不さ
れる。

世
尊 、
昔 、
霊山
会上に
在っ
て、
花を
拍じ
て
衆に
示
す。
こ
の
時 、
衆
皆
黙
然

た
り。た
だ
迦
葉尊
者の
み
破
顔
微
笑す。
世
尊云
わ
く 、
吾れに
正
法
眼
蔵 、
浬
繋

妙心 、
実
相
無
相 、
微
妙の
法
門
あり。
不
立
文
字 、
教
外
別
伝
なり。
摩
詞
迦
葉に

付
嘱
す。世

尊枯
花

(「
無
門
関」
第六)

(
釈
尊が
昔一室
鷲山の
法
会で
説
法さ
れた
時 、
金
婆
羅
華とい
う
花を
取っ
て人々

に
見せ
た。
その
時 、
み
な
黙っ
てそ
れ
を
見てい
る
だ
けで
あっ
た。
た
だ
迦
葉尊

者だ
けが 、
にっ
こ
り

微
笑した。
する
と
釈
尊は、
「わた
し
に
は、
仏法の
真
髄 、



悟りの
心 、
無相の
真
実の
相 、
不
可
思
議の
法
門が
ある。
そ
れは
文
字に
も
書け

ない
し 、
教
説の
中に
も
ない
とこ
ろの
真の
事
実で
ある。
今こ
れ
を
摩
詞
迦
葉に

伝え
る。」
とい
わ
れた。)

釈
尊は、
生
きた
真の
事
実を
示され、
迦
葉尊
者は
そ
れ
に
気づ
い
てい
る。

次にい
くつ
かの
其の
事
実を
示
す
問
答を
あ
げ
てみ
よ
う 。

呑林
坐
久

僧
香
林に
問ふ 。
如
何なる
か
是れ
祖
師西
来
意 。
林云
く 。

坐
久
成
労 。

(「
碧
岩
録」
七
、、J

(ある
僧が
香
林に
問
うた。
「
達摩
大
師が
イン
ドか
ら
はる
ば
る
中
国にこ
ら
れ

た
真意 、
す
なわち
禅の
第一
義は
何で
すか」
呑
林がいっ
た。
「
長く坐っ
てい

た
らし
び
れが
き
れた
よ 。」)

洞山三
斤

ま
さぎん

洞山
和
尚 、
ち
な
み
に
僧
問う 。
如
何なる
か
是れ
仏 。
山
云わ
く 、

麻三
斤 。

(「
無
円
関」
第一
八)

(
桐山
和
尚に
ある
僧が
「
仏と
は
ど
ん
な
もの
で
し
ょ
うか。」
と
問
うた。
j岡山

lま
ー「
麻

雲 三
門 斤
尿 し 」
r，m買己 と

U、
イコ
Tこ
\.J 

雲円 、
ち
な
みに
僧
問
う 。
如
何なる
か
是れ
仏 。
門
云わ
く 、
乾尿
概 。

(「
無
門
関」
第一一一〉

(
雲門
和
尚に
ある
僧が
「
仏と
は
ど
ん
なもの
で
し
ょ
うか」
と
問
うた。
雲円い

わ
く
「
乾尿
概
(
昔
中国で
大
使
を
取り
除くた
めの
竹ベ
ラで 、
もっ
と
も
きた
な

い
物と
さ
れ
てい
る。)」

慧
超
問
仏禅

の
悟
り
と
創
造
性

僧
法眼に
問ふ 。
慧
超
和
尚に
溶
す。
如
何なる
か
是れ
仏 。
法
眼云
く 。

汝は
是

れ
慧
超 。

(「
碧
岩
録」
七)

(ある
僧が
法
眼
禅
師に
問うた。
「わた
し
慧超が
和
尚さ
ん
におた
ずね
致し
ま

す。
仏とは
ど
ん
な
もの
で
し
ょ
うか。」
法
眼は
「お
前は
慧
超」
といっ
た。)

以
上の
禅
問
答を
見ると 、
禅の
悟り
は、
真の
事
実の
発
見に
ある。
こ
れ
は
思

慮
分別を
入れ
ない
無
分別
智で
ある。
そこ
に
少し
で
も
観念 、
概
念が
入りこ
ん

で
きた
り、

論理
的
思
考が
働い
た
ら 、
真の
事
実か
ら
離れ
てし
ま
う 。

科
学
的思
考で
は、
自己に
対し
て
他
者とし
ての
対
象を
客
観
的に
観察し 、
そ

れ
につ
い
て
思
考
する
とし
ても 、
また
芸
術の
創
作活
動で 、
対
象を
主
観
的に
と

らえ 、
新しい
イメ
ージ
を
生み
出
すとし
ても 、
こ
の
主
観と
客
観お
よ
び
自己と

他
者と
が
分か
れる
以
前の、
主
客不二 、
自
他一
如の
体験に
気づ
くこ
と
が 、
真

の
事実とい
わ
れる
もの
で
ある。
こ
れ
は
直
観
的に
と
ら
え
ら
れる
が 、
創
造活
動

の
原
点で
ある
と
考え
るこ
と
がで
きる。

4 
公
開
の
秘
密

真の
事
実は、
全
く

何もの
に
も
聞か
れ
てい
て、
そこ
に
は
秘
密とい
うもの
は

ない 。
明
歴々
露
堂々
で
あっ
て、
はっ
き
り
と
示さ
れ
てい
る。
「
密は
却っ
て
汝

が
辺に
あ
り」
で 、
わ
か
る
人に
は
はっ
き
り
わか
り、
わ
か
ら
ない
人
に
は
全
くわ

か
ら
ない
の
で
ある。
た
と
え
ば
次の
よ
う
な
間
容が
ある。

山
谷
一
日 、
晦
堂
和
尚に
参ず 。
堂云
く 、

公の一語らん
ずる
所の
書
中に、

両
匂あ
り。

仲
尼日
く 、
吾れ
を
以
て二
三
子に
隠せ
りと
する
か。
吾れ
爾に
隠す

なし
と。
甚だ
宗
門の
事と
恰
好な
り。

公 、
之れ
を
知る
や 。
云
く 、
知ら
ず 。
時

に
晦
堂 、
山
谷と
山
行の
次で 、
天
香山に
満つ 。
堂
問うて
云
く 、

公 、
木
犀の
花

五



禅
の
悟
り
と
創
造
性

の
香を
聞
くや 。
云
く 、
聞
く 。
堂一五
く 、
吾れ
爾に
隠
すなし。
山
谷忽ち
悟り
去

る

(「
葛
藤
集」
第十
八
則)

(
宋の
詩人
黄山
谷が
ある
日
時
堂
祖心
禅
師に
参
禅した。
晦
堂は
言っ
た。

なたの
よ
く
知っ
てい
る
論語の
中に、
孔
子が
「自
分が
諸君に
何か
隠し
てい
る

こ
と
が
ある
と
思っ
てい
るの
か。
自
分は
何も
隠し
てはい
ない
よ
己
といっ
て

い
ま
す。
こ
れ
は
禅
門の
重
要な
事
柄とぴっ
た
りあっ
てい
ま
す。
あ
なた
は 、
こ

の
匂をど
う理
解さ
れま
すか」
と。
山
谷は
「わ
か
りませ
ん」
と
答えた。
その

日
山
谷は 、
晦
堂
禅
師と
共に
山に
遊んだ。
すば
らしい
呑が
山いっ
ぱい
に
満ち

てい
た。
晦
堂がた
ずね
ていっ
た。
「あ
なた
に
は 、
木
犀の
香が
わか
りま
すか。」

山
谷は
「はい 、
わ
か
りま
す」そ
の
時晦
堂が
言っ
た。
「吾れ
爾に
隠
すなし。」

(日)(ロ)

た
だ
ちに
悟る
とこ
ろ
が
あっ
た。)

山
谷は 、
こ
の
言
葉を
聞い
て、

こ
の
よ
うなこ
と
は 、
科
学上の
事
実の
発
見に
見出される。
ニ
ュ
ー
トン
は 、

リンゴ
が
目の
前に
落ちるの
を
見て、
万
有引
力の
法
則を
発
見した。
ま
たフレ

ミン
グは 、
ブ
ド
ウ
状球
菌
を
位室交し
てい
た
が 、
そ
れ
が
手ち
がい
で
汚
染
され、

そ
れ
が
死
滅し
てい
るこ
と
を
見つ
けた。
こ
れ
は
ある
種の
細
菌が
侵
入し
て、
ブ

ド
ウ
状球
菌
を
死
滅させ
たこ
と
に
気づ
き 、
こ
れ
を
追究し
てペ
ニ
シ
リン
を
発
見

する
にい
たっ
たの
で
ある。
こ
の
場
合
科
学で
は 、
対
象と
し
ての
現
象の
事
実の

発
見で
あ
り、
禅で
は
自
他一
如の
真の
事実の
発
見で
ある。
そこ
に
相
違
点が
あ

る
が 、
禅でい
う
真の
事
実の
発
見は 、
科
学に
お
ける
客
観
的
事
実の
発
見の
原
点

で
ある
とい
え
よ
う 。

玄
沙
宗一
大
師 、
章
監
軍と
果
子
を
喫す。
章
問ふ 。
如
何なる
か
是れ、
日
に
用

い
て
知ら
ざる 。
師呆
子
を
拍
起し
て云
く 、

喫せ
よ e
章
呆子
を
喫し
了る 。
再び

五

た
だ
γ

れ

之
を
問ふ。
師云
く 、
只
者は
是れ、
日に
用い
て
知ら
ず 。

(「
景
徳伝
燈
録」
巻
十八)

(
玄
沙(
師
備)
宗一
大
師は 、
ある
日
章
監
軍と
菓
子を
食べ
てい
た。
その
時監

---， 
あ

軍 、がた
ずねた。
「
古語に
「日に
用い
て
知ら
ず」
とい
うこ
とば
が
あ
り
ま
すが 、

そ
れは
ど
うい
うこ
とで
し
ょ
うか。」
師は
菓子
をとっ
て
「ま
あ 、
お
あ
が
り
な

さい」
とい
う 。
監
軍は
菓
子
を
食べ
た。
そ
し
て
再び
前の
質
問をし
た 。
その
時

師はいっ
た。
「そ
れ
そ
れ、
そ
れ
が
「日に
用い
て
知ら
ず」
で
す 。)

こ
の
「日に
用い
て
知ら
ず」
と
は 、
完全
な
精
神
集
中の
状
態で 、
い
わ
ゆる三

昧の
状
態で
ある。
こ
れ
は
日
常生
活に
見ら
れる
現
象で
ある
が 、
創造活
動で
は 、

この
よ
うに
何か
に
没
頭し
て
自己
を
忘れ
てい
るこ
と
がし
ば
し
ば
見ら
れる。
た

とえ
ば 、
ニ
ュ
ートン

は 、
食
事を
忘れ、
キュ
リ
ー

夫
人は 、
若い
頃
読
書に
没
頭

し
て、
周
囲の
こ
と
が
全
く
意
識から
消え
てし
まっ
た。
天
文
学
者の
木
村
栄
(一

八七
O
l一

九四
三
年〉
は 、
緯
度
変化の
観測に
没
頭し
て、
日
露
戦
争が
始まっ

たの
も
終っ
たの
も
知ら
な
かっ
た
とい
う 。

5 
死

再
生

と

よみが

禅の
こ
とば
に
「
大死一
番
絶
後に
蘇
生え
る」
とい
わ
れる
よ
うに、
「
悟る」

す
なわ
ち
仏性
(
真の
自己)
に
気づ
くこ
と
は、
「死んで
生ま
れ
か
わる」
とい

その
モ
デル
を
見出
すこ
と
がで

うこ
と
だ。
こ
れ
は
生
命
現
象の
メ
カニ
ズ
ム
に、

きる。
有
機
体の
細胞は 、
常に
新
陳
代謝を
くり

返し
てい
る。
古い
もの
が
な
く

な
り、
そ
れに
代っ
て
新しい
もの
が
生ま
れ
出て
くるの
で
ある。
こ
れは
生
命の

創
造
(生
成〉
の
働き
を
示し
てい
る。
その
意
味で
「
死んで
生ま
れ
か
わる」
と

い
うこ
と
は 、
破
壊か
ら
創
造へ 、
分
析と
総
合 、
あるい
は
情
報
論か
ら
見ると、

情
報の
切
断と
結合を一不し、
そこ
に
創造の
原理
を
見出
すこ
と
がで
きるの
で
あ



る。

南
泉
新
猫

南
泉和
尚 、
ち
な
みに
東西の
両堂 、
稿
用加を
争
う。
泉
すなわ
ち
提
起し
て云
わ

く、
大
衆、
道い
得ば
すな
わ
ち
救わん。
道い
得 、ずん
ば
すなわ
ち
斬
却
せ
ん。

衆、
対
うる
なし。
泉 、
遂
にこ
れ
を
斬る。
晩に
越
州外よ
り
帰る。
泉 、
州に
挙

なんじ
いま

似
す。
州
すなわ
ち
履を
脱し
て
頭上に
安じ
て
出
ず。
泉
云わ
く 、

子もし
在し
な

ば 、
す
なわ
ち
猫
児を
救い
得た
らん。

(「
無門
関」
第十四)

(
南
泉
和
尚は、
僧堂の
東
堂と
西
堂の
修
行
者が 、
猫につ
い
て
言い
争っ
てい
た

の
で 、
猫をつ
ま
み
あ
げ
て
言っ
た。
「
諸君が
何か
適
当な一
句が
言
うこ
と
がで

きた
ら 、
こ
の
猫を
助け
て
やろ
う 。
もし
言
うこ
と
、がで
き
なかっ
た
ら 、
こ
の
猫

を
斬っ
てし
ま
うぞ。」
修
行
者た
ちは、
誰も
言え
なかっ
た。
そこ
で
南
泉は
猫

を
斬っ
た。
夜に
なっ
て、
超
州が
外から
帰っ
て
来た。
南
泉は、
昼
間の
こ
と
を

趨
州に
話した。
する
と
越
州は、
履をぬい
で 、
頭の
上にの
せ
て
出ていっ
た。

南泉はいっ
た。
「もし
お
前さ
んが 、
あの
場
所にい
た
ら 、
猫を
助け
るこ
と
が

で
きた
もの
を。」)

こ
こ
で一
刀で
斬ら
れた
の
は、
猫で
は
な
く
て
修
行
者た
ちで
ある。
す
なわ
ち

わ
れ
われのい
ろい
ろ
な
分別の
観
念 、
妄
想の
出
てくる
源をた
ち
切っ
たの
で
あ

る。
こ
れ
は
禅
門でい
う
殺人刀に
相
当
する。
自
我の
根
をた
ち
切っ
てし
ま
うの

で
ある。
そし
て
越
州が
履を
頭の
上にの
せ
て
出
ていっ
た
の
は、
そこ
に
無心の

自
由な
行動が
見ら
れる。
禅
機
す
なわち
禅の
妙用
を
見出
すこ
と
がで
きる。
こ

の
越州の
行為は、
死んで
生ま
れ
か
わっ
た、
自
由人の
創造
的な
行
動で
ある。

こ
れ
は
活
人
剣で
ある。

禅
の
悟
り
と
創
造
性

至
道
無
難
禅
師の
歌に
「い
き
な
が
ら
死
人と
な
りて
なり
は
て
て、
お
もひの
ま

(HH)

 

ま
に
する
わ
ざ
ぞよ
き」
とい
うの
が
ある。
こ
れ
は
「
大死一
番 、
絶
後に
蘇
生え

る」
とい
うこ
とで 、
前半は
殺
人
刀 、
後半は
活
人
剣で
ある。
創造
活
動とい
う

の
は、
こ
の
よ
うにい
ろい
ろの
対立、
分別の
観念をた
ち
きっ
た
とこ
ろ
に、
真

実の
見
方を
見出
すこ
と
がで
き 、
自
由に
創造
的に
行動
するこ
と
がで
きるの
で

ある。
また
人
聞は、
今まで
生
活し
てい
た
世
界の
中で
死
んで
新しい
世
界に
再

生
する。
その
場
合 、
肉
体
の
死
は一
回か
ぎ
りで
ある
が 、
精
神
的な
世
界の
死
と

再生は
何回も
くり
返
される。
そ
し
て
人
間の
生
命は
浄
化さ
れ、
進
化
向上
を
と

げてい
くの
で
ある、
その
意
味で一
生の
うちで
大
悟
数回 、
小
悟
数
知れ
ずとい

うの
は、
精
神
的に
死と
再生
を
何
度も
くり
繰り
返し
てい
るこ
と
を
示
すもの
で

ある。
こ
こ
に
人
間の
自己
創造の
メ
カニ
ズ
ム
を
見出
すこ
と、がで
きる。

6 
概
念
の
否
定

禅で
は
観念や
概
念の
否
定が
行わ
れ、
創
造
活
動も
既成の
概
念の
否
定に
よっ

て
生ま

題Z れ
傍a � て
i争Z く
瓶2 る

潟
山
和
尚 、
始め
百
丈の
会
中に
在っ
て
典
座に
充てらる。
百丈ま
さに
大潟の

[ゆそ

あぎよ

主
人
を
選ば
ん
と
す。
す
なわ
ち
請じ
て
首
座と
同じ
く
衆に
対し
て下
語せ
し
め 、

出
格の
者
往くべ
し
と。
百
丈
遂に
浄
瓶を
枯じ
て、
地
上に
置い
て、
問い
を
設け

て云
わ
く、
喚んで
浄
瓶と
な
すこ
と
を
得
ざれ、
汝
喚んで
な
ん
とか
な
す。
首
座

すなわ
ち
云
わ
く、
喚んで
木
関と
な
すべ
か
ら
ず。
百
丈
却っ
て
山に
問
う 、
山、

す
なわち
浄
瓶を
題倒し
て
去る。
百
丈
笑っ
て云わ
く 、
第一
座 、
山
子に
輸
却せ

り
と。
因っ
て
之に
命じ
て
開山
と
な
す。

(「
無門
関」
第四
O)

五



禅
の
悟
り
と
創
造
性

(
一潟山
和
尚は、
百
丈
禅
師の
も
とで
典
座の
職をつ
とめ
てい
た。
百
丈は
大鴻山

の
住職を選ぼ
うと
し
てい
た。
そこ
で
首
座といっ
し
ょ
に 、
大
衆の
前で
見
解を

のべ
させ
て、
もっ
と
も
すぐれ
てい
る
もの
を
大
潟山に
往かせ
るこ
と
に
した。

百
丈は
浄
瓶
(
水
差し)
を
取っ
て、
地
上に
おい
て
問
うた。
「こ
れ
を
浄
瓶と
呼

んで
は
な
ら
ない 。
さ
あ、
何と
呼ぶ
か。」
首座は
言っ
た。
「
木
履と
呼ぶ
わ
けに

はい
きま
すまい 。」
百
丈はこ
ん
ど
は
鴻山にた
ずねた。

浄
瓶を
けと

鴻
山は、

ば
し
て
出
て
行っ
た。
する
と
百
丈は
笑っ
て
言っ
た。
「
首
座は
鴻山に
負けた
わ

ぃ。」
と
言っ
た、
そこ
で
百
丈は
典
産に
命じ
て
鴻山の
開山と
した。〉

「
水
差し
を
指し
て
水
差し
と
呼んで
はい
け
ない 。
さあ
何と
呼ぶ
か」
と
聞い
か

け
ら
れる
と、
困っ
てし
ま
う。
「
水
差し
を
示し
て
何とい
うか」
と
聞く
な
ら
や

さしい。
名
前を
知っ
てい
れ
ば
小
さな
子ど
もで
も
答え
られる。
し
か
し
前の
よ

うにた
ずね
ら
れる
と、
その
答に
窮し
てし
ま
う。
首
座の
答は、
「
木
履と
もい

え
ま
すまい」
とい
うの
で
は、
概
念に
と
ら
わ
れ
てい
る。
その
点
潟山は
浄
瓶を

けと
ば
し
て、
一
切の
概
念 、
分
別の
観
念や
妄
想を
打ち
は
らっ
てし
まっ
た。
す

な
わ
ち
空とい
う
何も
ない
世
界を
はっ
き
りと

把
握し
てい
る。こ
の
公
案は
禅の

殺
人
刀の
働き
を
示し
てい
る。

首山
竹
箆し

っ
ぺ
い

首山
和
尚 、
竹
箆を
拍じ
て
衆に
示し
て云わ
く 、汝

等
諸人 、
もし
喚んで
竹
箆

と
な
さば
即ち
触る。
喚んで
竹
箆と
な
さ
ざれ
ば
則ち
背く 。
汝
等
諸人 、
し
ば
ら

く
道え 、
喚んで
なん
と
な
さん。

(「
無
円
関」
第四
三〉

(
首山
和
尚が
竹
箆(
師家が
学人
を
指
導
するた
めの
道
具で 、
長さ
六
0セ
ン
チ

よ
り一
メ
ー
ト

ル
ぐらい
で 、
竹を
弓
形にま
げた
り、
弓を
切っ
て
作る)
を
取り

五四

出し
て、
大
衆に
示し
て
言っ
た。
「
諸君 、
こ
れ
を
竹箆と
呼べ
ば 、
その
本
質を

見
落と
し
てし
ま
うし、
竹
箆と
呼ば
なかっ
た
ら 、
その
事
実に
そむ
く 。
さあ、

諸君 、
言っ
てみ
よ 。
こ
れ
を
何と
呼ぶ
か。」)

竹
箆を
「
竹箆と
呼ぶ」
の
は、
色
す
なわち
現
象
界 、
差別の
世
界の
こ
とで
あ

り
「
竹
箆を
竹
箆と
呼ば
ない」
と
は、
空
すな
わ
ち
本
質の
世
界 、
平
等の
世
界

の
こ
とで
ある。
す
なわち
竹箆を
竹
箆と
呼べ
ば 、
差別の
世
界に
と
ら
わ
れ
て、

空 、
平
等の
世
界に
お
ける
側面
を
見
落し
て
し
ま
うし、
また
竹箆を
竹
箆と
呼ば

な
けれ
ば 、
平
等の
世
界に
と
ら
わ
れて 、
色、
差別の
世
界に
お
ける
側
面を
無
視

し
てい
る。
こ
こ
で
示
される
もの
は、
すべ
ての
もの
を
空じた
後に
あ
ら
わ
れ

る、
あ
る
が
ま
まの
「
如」
の
世
界で
ある。
竹箆は
竹箆と
し
て
大
活
現
成
するの

で
ある。

以
前テレ
ビ
で
外
国
人が
鉛
筆を口
に
くわ
え
て、
こ
れ
を
手で
たたい
てリズ
ム

をとっ
てい
たの
を
見たこ
と
が
ある。
「こ
れ
は
鉛
仕事だ 。
書くもの
だ 。」
とい
う

概
念が
あっ
ては、
こ
の
よ
うな
創
造活
動は
出
てこ
ない 。

禅の
論理と
し
て、
鈴木
大
拙は
「
即
非の
論理」
を
提
唱し、
秋月
龍現はこ
れ
を

展
開し、
整
理し
てい
る。
こ
れ
は
漢訳
「金
剛
般
若
経」
に
「
如
来は
世界
は、
即

ち
世
界に
非
ずと
説き 、
こ
れ
を
世
界と
名づ
く 。」
ま
た
は
「
言う
所の一
切法と

は、
即ち一
切法に
非
ず 、
こ
の
故に一
切法と
名づ
く 。」
「
如
来は
仏土を
荘
厳
す

とい
うは、
即ち 、
荘
厳に
非
ずと
説
く 。
こ
れ
を
荘
厳と
名づ
く
よ
など
が
あ
る

とこ
ろ
か
ら 、
鈴
木は、
般
若思
想の
論理と
し
て
自
覚
的に
取り
出し
た
もの
で
あ

る。こ
の
金
剛
般
若
経の
命題は、
「A
は
非A
で
ある。
故にA
とい
わ
れる
よ
とい

うこ
とで 、
A
(
肯
定)
と
非A
(
否
定) 、
す
なわ
ち
絶
対に
相
反
する
もの
絶



対矛
盾)
が
「
即」
に
よっ
て、
その
ま
ま
自己
同一
lA

即
非A
是
名A
!とい
う

自
覚 、
そこ
に
即
非の
論理が
ある
とい
うの
で
あ
る。
こ
の
場
合 、
第一
の
A
は
現

象
界で
あ
り、
第二
の
非A
は
本
質の
世
界で
あっ
て、
前
者が
色で
あ
れ
ば 、
後
者

は
空で
ある。
そこ
で
「A
は
非A
で
ある」
は
色
即
是
空で
あ
り、
「
故にA
とい

わ
れる」
は 、
空
即
是
色で
ある。
山田
耕
雲は 、
こ
の
即が
聞に
入る
と、
現
象
界

と
本
質界が二
つ
に
分か
れ
てし
ま
うの
で 、
空
色で
あ
り、

色
空で
ある
と
述べ
て

い
る。
とい
うの
は
色と
空は 、
こ
の
よ
うに
分け
ら
れる
もの
で
は
な
く 、

本
来は

一
つ
の
もの
で
あ
る
か
らで
あ
る。
こ
うし
て
見る
と、
「
竹箆は
竹箆に
非
ず 、
こ

の
故に
竹箆と
名づ
く」
とい
うこ
と
に
なろ
う 。

水は一
般には、
「
水は
液
体で
ある」
ま
た
は
「
常温の
水は、
液
体で
ある」

とい
う 。
し
か
し
水は、
いつ
で
も
液
体の
状
態に
と
ど
ま
ら
ない 。
温
度
が
下
れ

ば 、
結氷し
て
固
体と
なる。
こ
れ
を
氷と
名づ
け
てい
る。
また
温
度が
上
昇
する

と、
気
体に
なる。
こ
れ
を
水
蒸気と
名づ
け
てい
る。
す
なわ
ち 、
水が
結氷し
て

氷と
なる
場
合 、

液
体と
し
ての
水↓
液
体と
し
ての
水で
は
ない
↓
固
体とし
ての
水

公
式
化
すれば
〉
↓
ロOロ
〉
↓
∞

換
言
すれば
〉
け川口。ロ
〉
故
krリロ

こ
れ
によっ
て
即
非の
論理
は 、
認
識の
論理に
とど
ま
ら
ず 、
変
換の
論理
また

は
創造の
論理に
転
換
するの
で
ある。

鉛
筆は
「
筆記
具で
ある」
「書くもの」
とい
えば 、
知
能
検査
な
ら
合
格だ
が 、

創
造性
検査の
「
新
用
途
開
拓」
の
テス
ト

で
は
不
合
格だ 。
鉛
筆は 、
線
引き 、
占

い
に
使う 、
耳か
き 、
穴
をあ
ける、
二
本
使っ
て箸 、
前
述の
楽
器など 、
種々
の

使い
方
(
用)
に
よっ
て
名づ
け
るこ
と
がで
きる。
そこ
で
ま
ず
概
念をこ
わ
し
て

禅
の
悟
り
と
創
造
性

み
るこ
とだ。
そ
うし
て始め
て
新しい
概
念が
生ま
れ、
新しい
働き
や
新しい
も

の
が
生
ま
れ
て
くるの
で
ある。

7 
不
可
得の
智と
安心

真
実は
根
本
的に
はつ
か
むこ
と
がで
き
ない
と
わ
か
る
と、
不
思
議なこ
と
に
安

心
が
え
られ
る
もの
で
ある。
さ
らに
真
実の
探
究の
意
欲がま
すま
すわい
て
くる

もの
で
ある。

達
摩
安心

達
磨面
壁
す。
二
祖雪に
立
ち 、
替を
断っ
て
云
わ
く 、
弟子心
未だ
安らか
な
ら

ず 。
乞
う
師 、
安心せ
しめた
ま
え。
磨云
わ
く 、

心
を
もち
来た
れ、
汝がた
め
に

安んぜ
ん。
祖云
わ
く 、
心
をも
と
むる
に、
つ
い
に
不
可
得な
り。

磨云
わ
く 、

汝

が
た
め
に
安心せ
し
め
お
わ
んぬ。

(「
無
門
関」
第四一)

(
達
磨大
師は
面
壁し
て
坐
禅し
てい
た。
二
祖は
雪の
中に
立っ
て、
自ら
替を
切

断し
て告一ロっ
た。
「
私は
まだ
心が
不
安で
す。
ど
うか
私を
安心
させ
て
く
だ
さ

ぃ 。」
達
磨は
言っ
た 。
「そ
れ
な
ら 、
その
不
安の
心
を
持っ
て
来い。
そ
う
すれば

お
前を
安心
させ
てやろ
う 。」
そこ
で二
祖は
言っ
た。
「不
安の
心
を
さがし
ま
し

F-ゃ、A、
f
、刃
つ
い
に
見つ
か
りませ
んで
した。
達
磨は
言っ
た。
「不
安の
心
が
どこ
に

も
ない
とい
うこ
と、が
わ
かっ
た
ら 、
そ
れで
安心で
は
ない
か。」)

こ
の
公
案の
要
点は、

つ
い
に
不
可得なり」
に
ある。
不

「心
をも
とむ
る
に、

安の
心
が
どこ
に
も
ない
こ
と
が
わ
かる
と、
そこ
に
安心が
え
ら
れる。
心
をい
く

らか
さが
し
で
も 、
その
実
体は
本
来ない
か
らで
あ
る。
も
ちろ
ん
現
象
の
面
で

は、
喜
怒
哀
楽 、
不
安 、
苦悩 、
絶
望など 、
い
ろい
ろ
体験し
てい
る
が 、
そ
れ
も

原
因
(
条
件)
があっ
て
生
ずるの
で
あ
る。
原
因が
な
くなれ
ば 、
その
心
理
現
象

五五



禅
の
悟
り
と
創
造
性

は
消
失
する。
す
なわ
ち
本
来
何も
ない
こ
と
が
わかる。そ
こ
に
気がつ
くと
安心

が
え
ら
れる。
そ
う
する
と、
生
活や
仕
事へ
の
意
欲が
わい
て
くる
もの
で
あ
る。

禅の
公
案に
「
無
字の
根
源を
見よ」
とい
う公
案があ
る。
そ
れ
は
仏
様も
御
存

知の
ない
世
界で
あっ
て、
こ
こ
か
ら
すべ
ての
事象が
生ま
れ
て
くる。
その
意
味

で
は、
無
字の
根
源は、
創
造
的
無とい
うべ
き
もの
で 、
創造と
生
成
の
源
で
あ

る。私がこ
の
無
字の
根
源の
公
案で
体験し
たこ
とで 、
一
個の
人
間と
し
て、
ま
た

科
学
者と
し
て
最
高の
真理
をつ
か
ん
だ
思い
が
し
て、
感
動したこ
と
を
憶え
てい

る。
そこ
で
真理
探
究に
お
ける
迷い
が
消えた。
自己の
無知を
知っ
て、
か
えっ

て
不
安が
消え
て、
自
分が
どこ
まで
事
実を
発
見
するこ
と
がで
きるか 、
人
間の

新しい
可
能
性を
開発
するこ
と
がで
きる
か、
やっ
て
見ょ
うとい
う
意
欲が
出
て

きた
の
で
ある。

8 
柔

性
軟

金
剛
般
若
経に
「
応
無
所
住
而
生
其心」
(応に
住
する
所
無くし
て、
其の
心
を

生
ずベ
し)
す
なわち 、
一
切の
相に
と
ら
わ
れ
ない
心
を
生ぜ
よ
と
説い
てい
る。

に
ゅ
う
な
ん
し
ん

こ
れ
は
執
着心の
ない
こ
とで
あ
り1

柔
鞍心
(あ
る
が
ま
ま
に
事
実を
受け
入れ、

状
況に
適
切に
適応で
き
るこ
と)
で
あ
り、
自
由
無
擬
なる
境
涯で
あ
る。
ま
た

「
随処に
主と
なる」
人の
絶対
自
由の
行
動で
ある。

こ
れ
を
行
的な
面で
は 、
「
応
無
所
住
行
於
布
施」
(応に
住
する
所
無くし
て、
布

施を
行
ずベ
し)
といっ
てい
る。
す
なわ
ち
何もの
に
も
と
ら
わ
れ
ない
で
施し
を

せ
よ
と
説か
れ
てい
る。
前
者が
体で
あ
れ
ば 、
後
者は
用で
あ
り 、

真の
事
実が
機

(
禅
機)
と
なっ
て
出て
きた
もの
で
あ
る。
禅で
は、
真の
事
実を
はっ
き
りと
自

覚一 し、
そ
れ
を
修行を
通し
て、
人
格
化し、
自
然に
行
動にあ
ら
わ
れる
よ
うに
精

五六

進
するの
で
あ
る。

現
在で
は
以
土の
心の
働きを
柔
軟
性といっ
てい
る
が 、
こ
れ
は
開
放
性 、
融通

性 、
聞い
た
心とい
うこ
と
もあ
る。
す
なわ
ち
環
境の
変
化に
容
易に
適応で
きる

能
力 、
新しい
情
報を
受け
入れる
能
力と
傾向 、
あい
まい
さの
寛容 、
関心の
広

さ
につ
な
が
り、
多
様な
価
値を
受け
入れ、
つ
く
り
出
す
多
様性といっ
た
特
徴を

有する。
こ
の
柔
軟
性は、
創
造
性の
人
格
特
性と
し
て、
また
精
神
的
健
康の
特
徴

と
し
ても、
非
常に
重
要な
特
性で
ある。

9 
窮
地
の
打
開

問
題
解決や
創造
活
動に
ゆ
きづ
まっ
て、
二
進も三
進も
進ま
ない
状
況にい
た

っ
た
時 、
あ
る
時た
ち
どこ
ろ
に
問
題が
解決され、
新しい
もの
が
生ま
れ
るこ
と

が
少く
ない 。

呑
厳上
樹

ふく

よ

香
厳
和
尚云わ
く 、
人の
樹に
上る
が
如し。
口
に
樹
枝を
脚み 、
手に
枝を
禁じ

じ
ゅ

げ

と
た

ず 。
脚 、
樹を
踏ま
ず 。
樹下に
人
有っ
て、
西
来
意を
問わ
ん
に 、
対え
ずんば
す

なわ
ち
他の
所聞に
そ
む
く。
もし
対え
なば 、
また
喪
身
失
命せ
ん。
正
居
座
の

時 、
作
歴生か
対え
ん。

(「
無門
関」
第五)

(
香
厳和
尚が
言っ
た。
「
人が
高い
樹の
上にの
ぼっ
てい
る
と
する。
口
に
枝を

くわ
え
て
ぶ
ら
下っ
てい
る。
手で
枝をつ
かま
ず 、
足も
枝をふ
ま
え
てい
ない 。

木の
下にい
る
人が
「達
磨
大
師が
イン
ド

か
ら
中
国に
伝え
ら
れた
仏法の
極
意は

何か」
と
問
うと
し
た
ら 、
ど
う
するか。
も
し
答え
な
けれ
ば 、
その
人の
質問に

応
じ
ない
こ
と
に
なる。
も
し
答え
れ
ば 、
木か
ら
落ち
て
死んで
し
ま
う。
こ
の
よ

うな
時 、
ど
う
答えた
らよい
か。)



こ
の
よ
う
に
絶
対
絶
命
の
窮
地
に
お
ち
こ
ん
だ
場
合 、
ど
う

打
開
す

(MN〉

る
か
を
求め
て
い
る 。
秋
月の
い
う
よ
う
に、
「
窮
す
れ
ば
通
ず
る」
とい
う
よ
う
に、

こ
の
公
案
は、

問
題
状
況
が
「
転」
ずる
の
で
あ
る 。

「
窮
す
れ
ば
通
ず」
とい
う
こ
と
は、
あ
る
状
況
や
問
題
で
行
き
づ
ま
っ
て
絶
対
絶
命

の
立
場
に
立
つ
と、

状
況
が
打
開
し、
問
題
が
解
決
さ
れ

か
えっ
て
活
路
が
聞
け
て

る
とい
う
こ
と
で
あ
る 。
か
つ
て
の
野
球の
す
ぐ
れ
た
打
者
で
あ
っ
た
川
上
哲
治
は、

参
禅
し
て
い
た
が 、
ス
ラ
ン
プ
に
なっ
た。
そ
の
時
そ
の
ス
ラ
ン
プ
が
突
き
破
れ
ない

の
は、
窮
し
か
た
が
足
り
ない
こ
と
を
学
び 、
あ
る
時
そ
の
ス
ラ
ン
プ
を
脱
す
る
の
で

あ
る 。
彼
は
そ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て 、
「
昭
和二
十
五
年の
夏 、
多
摩
川
グ
ラ
ウン

ド
で 、
特
打
ち
を
続
け
る
う
ち
に 、
突
然
目の
前
の
厚い
壁
が
ス
Iッ
と
消
え
て
い
っ

た 。
投
手の
投
げ
た
球
が
手
も
と
で
一
瞬
止
ま
っ
て
見
え
る。
止
ま
っ
た
球
を
た
た
く

の
だ
か
ら
何
回
打つ
で
も
ジ
ャ
ス
ト
ミ
l
ト

で
き
る 。」
と
述べ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に
真
剣
に
そ
の
こ
と
に
没
頭
し
て 、
自
己
が
死
ね
ば
(
自
己
を
忘
ず
れ

ば) 、

す
な
わ
ち
そ
こ
に
新
しい

そ
こ
に
本
来の
自
己
が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る 。

状
況
が
生
ま
れ
て 、
問
題
が
解
け
る
の
で
あ
る 。
ま
た
次の
よ
う
な
公
案
が
あ
る 。

竿
頭
進
歩

石
霜
和
尚
云
わ
く 、
百
尺
竿
頭 、
い
か
ん
が
歩
を
進
め
ん 。
ま
た
古
徳一再
わ
く 、
百

尺
竿
頭
に
坐
す
る
底の
人 、
し
か
も
得
入
す
と
雄
も、
未
だ
真
と
な
さ
ず。
百
尺
竿
頭 、

すべ
か
ら
く

歩
を
進
め
て 、
十
方
世
界
に
全
身
を
現
ずベ
し 。

(「
無
門
関」
第
四
六)

(
石
霜
和
尚
は一言っ
た 。
「
百
尺の
竿の
先
か
ら 、
ど
の
よ
う
に
一
歩
を
進
め
る
か 。」

ま
た
古
徳
長
沙
は
言っ
た 。
「
百
尺
の
竿の
先
に
坐
り

込
ん
で
い
る
人
(
悟っ
た
世
界

に
坐
り

込
む
こ
と)
は、
あ
る
悟
りの
境
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
とい
っ
て
も、

禅
の
悟
り
と
創
造
性

だ
本
当
に
悟
り
で
は
ない。
百
尺の
竿の
先
か
ら
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て 、
十
方
世
界

に
自
己
の
全
体
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。」)

百
尺
竿
頭
と
は、
問
題
に
ゆ
き
詰っ
て 、
ご
進
を三
進
も
い
か
な
く
なっ
た
状
態
で

あ
る 。
こ
の
よ
う
に
し
て
進
退
窮
ま
っ
て 、
禅
定
が
深
ま
る 。
す
る
と一
転
し
て
悟
り

(
気
づ
き)
が
生
ず
る 。
ま
た
あ
る
悟
りの
状
態
に
坐
り
こ
ん
で
い
た
の
で
は、
さ
ら

に
悟
り
を
深
め
る
こ
と
は
で
き
ない。
活
発
に
用
(
機)
を
働
か
せ
る
に
は、
竿の
先

を
一
歩
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
こ
の
「
百
尺
竿
頭」
は
大
死
一
番の
境
地
と
す
れ

ば、
さ
ら
に
「
歩
を
進
め
る」
は
絶
後
再
匙の
境
渥
と
し
て
解
さ
れ
る
が 、
秋
月
は
こ

の
「
百
尺
竿
頭」
を
大
死
一
番
底
と
し
て
の
み
解
す
るの
と、
絶
後
再
匙
を
何
程
か
体

験
し
た
も
の
と
解
す
る
の
と
違い
が
あ
る
と
のべ
て
い
る 。
す
な
わ
ち
悟っ
て
も 、
そ

の
悟
り
に
腰
か
け
ず
に 、
さ
ら
に
悟
り
を
深
め
て 、
向
上
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る 。

10 
自
他
一
如
と
直
観

禅の
悟
り

(
覚)
は、
無
分
別
智
で
あ
っ
て 、
そ
の
対
象
と
一
つ
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
気
づ
く
こ
と
で 、
創
造
性
で
は
直
観
的
思
考
の
働
きの
特
徴
を
持っ
て
い
る 。

非
風
非
幡

せっぽん
あ

六
祖 、
ち
な
み
に
風 、
利
幡
を
髄
ぐ 。
二
僧
あ
り、

対
論
す。
ひ
と
り
は
日
わ
く 、

は
た

か
な

幡
動
く
と。
ひ
と
り
は
日
わ
く 。

風
動
く
と。
往
復
し
て
か
つ
て
未
だ
理
に
契
わ
ず 。

にんしゃ

祖
云
わ
く 、
こ
れ
風 、
動
く
に
非
ず 、
こ
れ
幡 、
動
く
に
非
ず 、
仁
者が
心
動
く
の
み

しようぜん

と。
ニ
僧
保
然
た
り 。

(「
無
円
関」
第二
九)

(
広
州の
法
性
寺
に
利
幡
す
な
わ
ち
そ
の
寺
に
説
法
の
あ
る
こ
と
を
示
す
幡
が
た
て
て

ま

あ
っ
て 、
そ
の
幡
が
パ
タパ
タ
と
ゆ
れ
て
い
た 。
二
人の
僧
が
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
を

始
め
た 。
一
人
は
「
幡
が
動
く」
とい
い 、
も
う

一
人
は
「
風
が
動
く」
とい
っ
た 。

豆七



禅
の
悟
り
と
創
造
性

往
復問
答し
て、
ど
ち
らも
真の
事
実に
合わ
ない。
そ
れ
を
見て六
祖
(
大
鑑
慧
能

大
師)
は
言っ
た。
「そ
れ
は
風
が
動くの
で
も
ない 。
幡 、が
動くの
で
も
ない 。
あ

なた
方の
心
が
動い
てい
るの
だ
よ
二
人の
僧はこ
れ
を
聞い
て
驚い
て、
畏
敬の

念に
打た
れた。)

無
門
和
尚は、
こ
の
則を
批
評して、
「
風が
動くの
で
も
ない 。
幡が
動くの
で

も
ない 、
ま
た
心が
動くの
で
も
ない 。」
とのべ
てい
る。

風
が

すなわ
ち
心は、

動き 、
幡 、が
動くの
と
離れ
てはい
ない 。
そこ
に
は、
風に
な
り、
幡に
な
り
きっ

て、
ただバ
タパ
タと
鳴っ
てい
る
だ
けで
あ
る。
そこ
に
自
他一
如の
真の
自己が

あ
ら
わ
れ
てい
る。
ゴ
ー
ドン

色。
丘op
巧-H・M-)
は 、
シ
ネク
テイ
クス
(
宇目

ロ
2丘町田)
とい
う
創
造
技法を
生み
出した
が 、
その
方
法の一
っ
と
し
て
人
格
的
類

(m)

 

推
守28ロ回目
白口回目。ぬ可)
を
用い
てい
る。
す
なわ
ち
自
分が
その
も
の
に
な
っ

て 、
その
中か
ら
物を
感じ、
考え
るの
で
あ
る。
魚に
なれ
ば 、
魚の
心 、が
わ
かる

し 、
化
学
者が
運
動し
てい
る
分子に
なれ
ば 、
分子に
起こ
る
運
動が
身
体で
感じ

と
るこ
と
が
で
きる
よ
うに
なるの
で
あ
る。
すな
わ
ち
その
もの
に
な
り
きるこ
と

に
よっ
て、
直
観(
直
観
的思
考)
が
働くの
で
ある。
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